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購読ご希望の方はお気軽にお電話下さい

集
団
。
顧
客
の
漠
然
と
し

た
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
化
し

て
助
言
を
行
い
、
よ
り
良

い
製
法
や
部
品
取
り
等
を

提
案
で
き
る
。
い
わ
ば
精

密
板
金
加
工
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
、
顧
客

満
足
度
を
上
げ
る
こ
と
が

強
み
だ
。

　

井
上
社
長
が
目
指
す
会

社
像
は
、〝
社
員
が
月
曜

日
の
出
勤
を
楽
し
み
に
で

き
る
〞
そ
ん
な
面
白
い
会

社
だ
。
社
員
は
一
番
大
切

な
パ
ー
ト
ナ
ー
。
彼
ら
に

お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
9090
年年

東
大
阪
新
聞
は
令
和
４
年
に

創
刊
90
年
を
迎
え
ま
し
た

2025・5・1

　

田
植
え
の
季
節
。
コ
メ
は
瑞み

ず

穂ほ

の
国
の

象
徴
で
あ
る
。
こ
の
と
こ
ろ
瑞
穂
の
民
は

ス
ー
パ
ー
の
コ
メ
棚
の
前
で
青
息
吐
息

だ
。

　

農
林
水
産
省
が
発
表
し
た
全
国
ス
ー
パ

ー
で
の
コ
メ
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
平
均
価
格

（
３
月
31
〜
４
月
６
日
時
点
）
は
税
込
み
で
４
、

２
１
４
円
（
前
年
同
期
は
２
、
０
６
８
円
）
と
高

止
ま
り
。
政
府
は
３
回
目
の
備
蓄
米
放
出
を
発
表

し
た
。
そ
も
そ
も
入
札
の
対
象

は
Ｊ
Ａ
全
農
な
ど
大
手
の
集
荷

業
者
で
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

コ
メ
大
好
き
の
子
ど
も
の
母
親
は
「
う
ど
ん
、

ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
、
ラ
ー
メ
ン
で
対
応
し
て
い
る
」

と
話
す
。
小
学
校
の
給
食
も
「
週
３
回
の
ご
は
ん

が
２
回
」
を
検
討
。
コ
ン
ビ
ニ
は
「
お
に
ぎ
り
、

お
弁
当
と
い
っ
た
米
飯
商
品
に
お
い
て
価
格
・
規

格
の
見
直
し
」
の
ポ
ス
タ
ー
。
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
は

も
ち
麦
や
大
麦
を
混
ぜ
、
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
を
増
や

し
工
夫
し
て
い
る
。

　

農
林
水
産
省
は
10
年
後
の
農
地
の
う
ち
32
・
８

％
で
後
継
者
が
不
在
と
い
う
。
生
産
基
盤
の
維
持

に
国
家
的
危
機
と
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
す
。
政
府
は

４
月
11
日
、
コ
メ
や
肉
類
な
ど
重
要
な
品
目
を
食

料
危
機
に
備
え
る「
特
定
食
料
」と
定
め
た
。他
方
、

学
者
や
企
業
経
営
者
ら
の
有
識
者
で
構
成
す
る
財

政
制
度
等
審
議
会
（
財
務
省
の
諮
問
機
関
）
は
コ

メ
の
安
定
供
給
へ
輸
入
米
の
活
用
拡
大
を
提
言
し

た
が
国
内
価
格
の
調
整
弁
と
し
て
も
有
効
だ
。

　

ト
ラ
ン
プ
関
税
「
日
米
関
税
交
渉
」
が
始
ま
っ

た
。
米
国
は
日
本
の

コ
メ
７
０
０
％
と
非

難
す
る
が
、
こ
の
際

誤
解
や
根
拠
不
明
点
な
ど
も
あ
り
、
い
っ
た
ん
白

紙
に
返
し
議
論
す
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

農
地
集
約
型
や
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
と
転
換
す
る

絶
好
の
機
会
だ
。
品
質
の
い
い
コ
メ
は
輸
出
ブ
ラ

ン
ド
で
付
加
価
値
が
つ
き
売
れ
る
。
う
ま
く
て
安

い
コ
メ
は
輸
入
す
べ
き
だ
ろ
う
。
売
り
手
に
も
買

い
手
に
も
、
世
間
様
に
も
よ
し
。

　

ト
ラ
ン
プ
関
税
と
い
う
外
圧
に
も
〝
い
い
外

圧
〞
も
あ
る
と
「
農
の
道
」
を
拓ひ

ら
く
の
も
よ
い
。

晴耕雨読

コ
メ
の
安
定
供
給
へ

八
尾
自
動
車
教
習
所
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１
２
３
４

八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

ゴ
ル
フ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ジ
オ

フ
リ
ア
ー
ド

株
式
会
社
藤
原
電
子
工
業
ゴ
ル
フ
事
業
部

八
尾
市
南
木
ノ
本
２―

52

◆
３
６
５
日
利
用
可
能
（
午
前
５
時
〜
午
後
12
時
）

◆
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
ク
オ
リ
テ
ィ
映
像

◆
世
界
170
以
上
の
有
名
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

◆
予
約
・
決
済
・
施
錠
ま
で
ス
マ
ホ
１
台
で
完
結

室
内
ゴ
ル
フ
練
習
場

TEL 072 - 991- 3927

代
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取
締
役
社
長　
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里  

和  

昭

八尾市安中町 8－5－38
T E L 072－999－3871
FAX 072－999－3874

お蔭様で50周年 一般社団法人介護総合支援センター主催

学ぼう、語り合おう、つながろう！学ぼう、語り合おう、つながろう！
令和7年  介護と福祉の勉強会令和7年  介護と福祉の勉強会

参加費　1,000 円（会員の方：無料）
申　込　090-3725-3520（北野）

会　場　エル・おおさか
　　　　大阪市中央区北浜東 3-4

活かせるサービスや制度を知る

4月20日（日）
会員勉強会 一般向けセミナー

6 月22日（日）
5月18日（日）

ディスカッションテーマ

9：30～11：30 ただいま新規会員募集中 !!

東大阪新聞チャンネル

毎週木曜日19：00～19：30
視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

好評放映中 5月

社長　井上吉史
大阪市東成区大今里南4-14-11
TEL 06-6974-8848

株式会社光製作所

あ
る
日
本
有
数
の
自
動
車

バ
ッ
テ
リ
ー
メ
ー
カ
ー
の

照
明
事
業
部
と
の
取
引
を

通
じ
、
街
路
灯
や
ト
ン
ネ

ル
照
明
器
具
、
高
天
井
用

照
明
器
具
な
ど
を
委
託
さ

れ
製
造
し
て
い
る
。

　

金
属
加
工
業
界
で
は
プ

レ
ス
や
曲
げ
、
溶
接
な
ど

の
工
程
を
事
業
者
ご
と
に

行
う
傾
向
が
あ
る
が
、
同

社
で
は
プ
レ
ス
か
ら
溶
接

ま
で
、
一
気
通
貫
で
加
工

で
き
る
点
が
強
み
だ
。

　

従
業
員
数
が
８
人
で
は

あ
る
が
、
少
数
精
鋭
で
金

属
加
工
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
鉄
板
な
ど
の
材

料
を
仕
入
れ
て
、
そ
こ
か

ら
高
性
能
の
機
械
と
人
の

力
を
駆
使
し
、
様
々
な
製

品
を
生
み
出
し
て
い
く
。

大
量
生
産
型
で
は
な
く
、

小
ロ
ッ
ト
の
注
文
を
受
け

て
手
作
業
も
大
切
に
す
る

こ
と
で
、
機
械
だ
け
で
は

生
み
出
せ
な
い
精
密
板
金

加
工
を
実
現
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
井
上
社
長
の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
に
触
れ
た

い
。
井
上
社
長
は
20
代
の

大
部
分
を
海
外
で
過
ご
し

て
い
る
。
父
親
の
す
す
め

も
あ
り
、
ま
ず
は
ス
リ
ラ

ン
カ
で
語
学
を
学
び
、
カ

ナ
ダ
の
大
学
に
入
学
す

る
。
英
語
が
苦
手
だ
っ
た

井
上
社
長
は
現
地
で
苦
労

し
た
が
、
年
数
を
重
ね
て

卒
業
し
た
後
、
父
親
が
２

代
目
を
務
め
る
同
社
に
入

社
。
今
度
は
台
湾
に
飛
ん

だ
。

　

当
時
の
日
本
は
人
件
費

も
高
騰
し
て
い
た
の
で
、

製
造
自
体
を
低
賃
金
の
海

外
に
移
転
す
る
こ
と
で
利

益
を
確
保
す
る
経
営
に
舵

取
り
を
し
て
い
た
の
だ
。

井
上
社
長
に
と
っ
て
の
海

外
体
験
は
か
け
が
え
の
な

い
財
産
と
し
て
今
に
活
き

て
い
る
。

　

同
社
で
は「
職
住
近
接
」

を
奨
励
し
て
い
る
。
従
業

員
の
住
居
と
職
場
を
意
図

的
に
近
距
離
に
す
る
。
通

勤
時
間
の
短
縮
、
万
一
の

災
害
時
に
も
帰
宅
難
民
に

な
ら
な
い
、
家
族
の
病
気

や
学
校
行
事
に
半
日
ま
た

は
数
時
間
の
有
給
休
暇
を

使
用
で
き
る
等
、
メ
リ
ッ

ト
が
多
い
と
井
上
社
長
は

話
す
。

　

そ
こ
で
「
東
成
手
当
」

を
創
設
す
る
。
遠
距
離
に

住
ん
で
い
る
社
員
向
け

に
、「
近
所
に
引
っ
越
し

た
ら
手
当
を
出
す
」
と
い

う
も
の
だ
。
呼
応
し
た
社

員
が
引
っ
越
し
、
効
果
が

出
て
い
る
。

　

一
方
で
、「
親
子
工
場

見
学
会
」
を
開
催
。
製
造

業
者
と
近
隣
住
民
と
の
諍

い
さ
か

い
が
発
生
す
る
こ
と
が
慢

性
的
な
懸
念
事
項
だ
。
そ

れ
を
予
防
す
る
目
的
と
、

訪
問
客
が
あ
れ
ば
掃
除
を

し
よ
う
、
綺
麗
に
し
よ
う

と
の
人
間
心
理
を
利
用
し

た
社
内
美
化
等
の
副
次
的

効
果
が
期
待
で
き
る
の

だ
。
親
子
以
外
に
も
修
学

旅
行
生
等
を
含
め
年
間
５

〜
10
回
、
約

15
年
間
実
施

し
、
延
べ
実

績
で
約
１
０

０
団
体
を
受

け
入
れ
、
そ

れ
以
外
で
も

近
隣
住
民
と

の
交
流
を
各

所
で
実
施
し

て
い
る
。

　

井
上
社
長
に
同
社
の
経

営
課
題
を
聞
い
た
。
答
え

は「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
」

に
な
る
こ
と
。
現
状
で
は

仕
事
の
多
く
を
取
引
先
の

受
注
に
依
存
し
て
お
り
、

値
決
め
で
も
主
導
権
を
握

れ
な
い
の
が
実
情
だ
。
技

術
力
や
ス
ピ
ー
ド
等
の
競

争
優
位
性
を
磨
く
こ
と
。

そ
の
先
に
は
自
社
製
品
の

企
画
販
売
も
視
野
に
入
れ

た
い
、
と
話
す
。

　

同
社
は
精
密
板
金
加
工

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

出
版
し
ま
せ
ん
か

072-926-5134
株式
会社

小
説
・
随
筆
・
詩
歌
集

自
分
史
・
社
史
・
写
真
集
経
営
者

ビ
ジ
ネ
ス
本
出
版

東
大
阪
読
書
友
の
会

４
月　

神
去
な
あ
な
あ
日
常 

 

５
月　

パ
ン
ド
ラ
の
匣

６
月　

起
き
姫 

口
入
れ
屋
の
お
ん
な

７
月　

古
本
食
堂

９
月　

ロ
ス
ト
・
ケ
ア

10
月　

野
犬
の
仔
犬
チ
ト
ー

11
月　

サ
コ
学
長
、
日
本
を
語
る

12
月　

団
地
の
ふ
た
り

１
月　

青
い
壺

２
月　

文
鳥

３
月　

い
ま
も
、
君
を
想
う

会　

場　

東
大
阪
市
立
永
和
図
書
館

　
　
　
　
（
近
鉄
奈
良
線
河
内
永
和
駅
前
）

年
会
費　

２
、０
０
０
円

東大阪読書友の会
TEL 06-6730-6677

読
書
会

開
催
日

毎
月
第
３
火
曜
日

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

令
和
７
年
度

三
浦
し
を
ん

太

宰

治

杉

本

章

子

原

田

ひ

香

葉

真

中

顕

伊
藤
比
呂
美

ウ
ス
ビ
・
サ
コ

藤

野

千

夜

有
吉
佐
和
子

夏

目

漱

石

川

本 

三

郎

豊
中
と
よ
読
書
会
と
交
歓
読
書
会  

（
会
場
： 

豊
中
・
岡
町
図
書
館
）

と
っ
て
働
き
甲
斐
の
あ
る

職
場
環
境
を
作
る
こ
と
、

年
間
１
２
０
日
以
上
の
休

日
実
現
な
ど
の
福
利
厚
生

を
重
視
し
た
企
業
経
営
を

目
指
し
て
い
き
た
い
、
と

井
上
社
長
は
目
を
輝
か
せ

る
。

　

経
営
理
念
で
あ
る

「
我
々
は
社
会
の
光
と
な

り
ま
す
」に
込
め
ら
れ
た
、

地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
愛
さ
れ
る
企
業
に
な

り
た
い
と
繰
り
返
し
語
る

井
上
社
長
の
目
に
、
未
来

へ
の
光
を
確
認
し
た
。

（
根
岸
健
太
郎
）

　

桂
文
福
さ
ん
＝
写
真
＝

が
72
歳
の
誕
生
日
で
あ
る

３
月
31
日
に
天
満
天
神
繁

昌
亭
（
大
阪
市
北
区
天
神

橋
２
）
で
「
恩
返
し
寄

席
」
を
開
い
た
。
相
撲
発

祥
の
地
け
は
や
相
撲
甚
句

会
、
文
福
門
下
７
番
弟
子

の
桂
鹿
え
も
ん
さ
ん
、
同

４
番
弟
子
の
桂
ぽ
ん
ぽ
娘

さ
ん
、
人
情
噺
の
名
人
４

代
目
桂
福
團
治
さ
ん
、
変

面
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
の
亜

空
亜
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
さ
ん
が
お

祝
い
に
駆
け
つ
け
、
そ
れ

ぞ
れ
芸
を
披
露
し
た
。

　

そ
の
後
、
53
年
間
の
落

語
家
人
生
を
振
り
返
り
、

桂
文
福
さ
ん
は
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
落
語
を
披

露
。
マ
ク
ラ
で
は
、
５
代

目
桂
文
枝
さ
ん
（
故
人
）

へ
の
弟
子
入
り
か
ら
始
ま

り
、
吃き

つ

音お
ん
を
逆
手
に
取
り

歌
や
相
撲
甚
句
を
交
え
た

独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
作
り

上
げ
、
一
世
を
風ふ

う
び靡
す
る

ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お

も
し
ろ
お
か
し
く
話
し

た
。「
吃
音
の
お
か
げ
で

今
が
あ
る
」
と
い
う
言
葉

に
は
深
い
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。

天
満
天
神
繁
昌
亭
で
恩
返
し
寄
席

桂
文
福

桂
文
福
さ
　
さ
　
　
ん
　
ん 5353

年
間
年
間
のの
落
語
家
人
生
振

落
語
家
人
生
振
りり
返返
るる

関
西
万
博
の
中
国
パ
ビ
リ

オ
ン
で
開
催
し
た
。

　

技
術
戦
略
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
製
品
説
明

お
よ
び
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
の
後
、
同
社
の

境
廷
氏
、
映
画
監
督
の
竹

内
亮
氏
、
上
海
外
国
語
大

学
高
級
翻
訳
学
院
執
行
院

長
の
李
正
仁
氏
、
慶
應
義

塾
大
学
経
済
学
部
教
授
の

吉
川
龍
生
氏
が
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
、
同

製
品
の
可
能

性
を
多
岐
に

わ
た
り
話
し

合
っ
た
。

　

国
際
化
社

会
に
お
い

て
、
言
葉
の

壁
を
取
っ
払

う
同
製
品
に

大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ

る
。

　

Ａ
Ｉ
音
声
認
識
技
術
を

リ
ー
ド
す
る
ｉ
Ｆ
Ｌ
Ｙ
Ｔ

Ｅ
Ｋ（
本
社
：
中
国
・
合
肥
）

が
、
85
言
語
に
対
応
し
た

２
画
面
翻
訳
機
「
デ
ュ
ア

ル
ス
ク
リ
ー
ン
翻
訳
機

２
・
０
」
の
新
製
品
発
表

会
を
４
月
17
日
に
大
阪
・

トークセッションの後、フォトセッションを行う

デュアルスクリーン翻訳機2.0デュアルスクリーン翻訳機2.0
85言語に対応した２画面翻訳機85言語に対応した２画面翻訳機

大阪・関西万博☆中国パビリオン

新製品発表会

　

国
旗
の
色
に
合
わ
せ
た

青
と
黄
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
パ

ビ
リ
オ
ン
は
よ
く
目
立

つ
。
天
井
か
ら
吊
る
さ
れ

た
「
Ｎ
О
Ｔ
Ｆ
О
Ｒ
Ｓ

Ａ
Ｌ
Ｅ
」（
非
売
品
）
の

看
板
が
、
パ
ビ
リ
オ
ン
の

性
格
を
よ
く
物
語
っ
て
い

る
。

　

大
阪
・
関
西
万
博
会
場

の
コ
モ
ン
ズ
Ｃ
館
に
は
11

カ
国
の
パ
ビ
リ
オ
ン
が

入
っ
て
い
る
が
、
入
場
に

列
を
作
っ
て
い
る
の
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
だ
け
だ
。

　

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で

作
ら
れ
た
タ
イ
ヤ
や
拡

声
器
、
パ
ソ
コ
ン

等
が
店
舗
の
よ
う

に
陳
列
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
す

べ
て
売
り
物
で
は

な
い
。
値
札
に
は

バ
ー
コ
ー
ド
の
み

が
印
刷
さ
れ
て
お

り
、
専
用
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

読
み
取
る
と
、
そ

の
モ
ノ
に
ま
つ
わ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
現
状
動
画
が
日

本
語
字
幕
と
と
も
に
流
れ

る
。

　

来
場
者
は
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
面
侵

攻
の
悲
惨
な
現
実
を
直
視

す
る
。
そ
の
記
憶
は
脳
裏

に
刻
ま
れ
る
。

　

な
お
、
小
さ
な
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
自
分
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
パ

ビ
リ
オ
ン
の
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
を
登
録
す
る
と
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
人
ス
タ
ッ
フ
が

イ
ン
ス
タ
ン
ト
カ
メ
ラ
で

記
念
撮
影
し
て
く
れ
る
。

写
真
を
見
る
た
び
に
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
思
い
を
馳
せ
る

こ
と
に
な
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
状
動
画
を
見

る
来
場
者

大
阪
・
関
西
万
博

ウ
ク
ラ
イ
ナ

パ
ビ
リ
オ
ン

悲
惨
な
現
実
を
直
視

1日  ゲスト：北野喜広さん
　　　 「介護と福祉の勉強会を続けて」
 （キャスター：小野元裕社長）
8日  ゲスト：菊池哲也さん
　　　 「社史作りの醍醐味」
 （キャスター：根岸健太郎記者）
15日  新刊案内
　　　 「酒を主食とする人々」
 （キャスター：小野元裕社長）
22日  「ちょっとほんわかする話」
 （キャスター：根岸健太郎記者）
29日  映画案内
　　　 「暴君になる方法」
 （キャスター：小野元裕社長）

主催：日本ウクライナ文化交流協会　八尾市山本町南 6-2-29　TEL:072-926-5134　FAX:072-921-6893　E-mail info@nichiu.org

ウクライナを知る講演会
新刊「ロシア・ウクライナ戦争の行方」

出版記念講演会
演　題　知って欲しいこの現実！～現地での支援から
講　師　ピカチュウジョウ氏＝本名・

中條秀人氏（一般社団法人ウ
スミシュカ理事）

日　時　5月 17 日（土）14 時～ 16 時
（13時 30分開場）

会　場　近鉄文化サロン上本町
　　　　（近鉄百貨店上本町店 10階、近鉄大阪上本町

駅直結、大阪市天王寺区上本町 6-1-55）
参加費　ビジター 2,000 円、会員 1,000 円
※講演会終了後、懇親会を開きます。参加費 5,000 円。参加自由。

講　師　グレンコ・アンドリー氏
（国際政治学者）

日　時　6 月 15 日（日）14 時～
16時（13時 30分開場）

会　場　近鉄文化サロン上本町（近
鉄百貨店上本町店 10 階、
近鉄大阪上本町駅直結、
大阪市天王寺区上本町 6-1-55）

参加費　ビジター 2,000 円、会員 1,000 円
※講演会終了後、懇親会を開きます。参加費5,000円。参加自由。

イ ベ ン ト 情 報

　

初
日
、
Ｅ
Ｘ

Ｐ
О
ナ
シ
ョ
ナ

ル
デ
ー
ホ
ー
ル

「
レ
イ
ガ
ー
デ

ン
」
で
は
、「
命

の
か
が
や
き
」

を
語
り
、
深
め
、

未
来
に
残
る
こ

と
を
象
徴
す
る

パ
ビ
リ
オ
ン
と

イ
ベ
ン
ト
で
構

成
さ
れ
た
「
シ

グ
ネ
チ
ャ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
行
わ
れ
た
。

「『
い
の
ち
』
の

は
じ
ま
り
、『
鼓

動
』
の
た
か
ま

り
」
と
題
し
、

テ
ー
マ
事
業
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
メ
デ
ィ

ア
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
落
合

陽
一
さ
ん
や
、
音
楽
家
で

数
学
研
究
者
で
も
あ
る
中

島
さ
ち
子
さ
ん
ら
が
登
場

し
、
な
ご
や
か
な
ト
ー
ク

が
展
開
さ
れ
た
。
Ｋ
Ｕ
Ｒ

Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
と
山

本
能
楽
堂
等
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
演
奏
も
行
わ

れ
、
観
客
を
沸
か
せ
た
。

　

万
博
の
見
ど
こ
ろ
は
や

は
り
大
屋
根
リ
ン
グ
。
映

像
や
写
真
で
は
実
感
で
き

な
い
巨
大
建
造
物
に
圧
倒

さ
れ
る
。
ま
た
、
各
パ
ビ

リ
オ
ン
の
建
物
も
ど
れ
も

個
性
的
で
見
て
い
る
だ
け

で
も
楽
し
め
る
。

　

日
が
暮
れ
る
と
ド
ロ
ー

ン
が
夜
空
に
浮
か
び
、
会

場
の
パ
ビ
リ
オ
ン
が
放
つ

光
と
マ
ッ
チ
し
て
幻
想
的

だ
っ
た
。

　

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の

雨
模
様
。
予
定
さ
れ
て
い

た
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の

展
示
飛
行
が
中
止
。
ま
た

初
日
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
入
場
す
る
ま
で
に
２

時
間
待
ち
の
行
列
な
ど
混

乱
も
あ
っ
た
。

　

会
場
内
を
取
材
し
て
感

じ
た
の
は
、
ま
ず
敷
地
が

広
い
こ
と
だ
。

　

１
５
８
の
国
と
地
域
、
７
国
際
機
関
が
参
加
す

る
大
阪
・
関
西
万
博
が
、「
い
の
ち
輝
く
未
来
社

会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
４
月
13
日
大
阪

湾
の
人
工
島
・
夢ゆ

め

洲し
ま（
大
阪
市
此
花
区
）
で
始
ま
っ

た
。
10
月
13
日
ま
で
半
年
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ

る
。
開
幕
初
日
を
取
材
し
た
。

夜空を彩るドローンの空中パフォーマンス

大阪・関西万博開幕大阪・関西万博開幕

小ロットの注文も大切にする

特製ポスターの前で、井上吉史社長

少数精鋭で金属加工創業88年

株式会社光製作所
 社 長  井上吉史さ　

　ん

シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

か
な
り
の
距
離
を
歩
く

こ
と
に
な
る
の
で
、
運
動

靴
で
会
場
に
行
く
こ
と
を

お
す
す
め
す
る
。

　

ま
た
人
工
島
が
会
場
に

な
っ
て
い
る
の
で
風
が
強

い
。
雨
の
日
に
は
傘
を
用

意
す
る
よ
り
も
雨
合
羽
な

ど
の
方
が
便
利
だ
。
会
場

内
の
紙
の
地
図
を
あ
ら
か

じ
め
用
意
し
て
お
く
こ
と

も
お
す
す
め
す
る
。

（
中
野
善
典
）

　

大
阪
市
東
成
区
に
あ
る

株
式
会
社
光
製
作
所
。
３

代
続
く
企
業
で
、
創
業
は

戦
前
の
１
９
３
７
年
に
遡

る
。
今
年
で
88
年
目
、
縁

起
の
良
い
末
広
が
り
の
節

目
の
年
を
迎
え
る
。

　

取
材
に
行
く
と
、
井
上

吉
史
社
長
（
54
）
が
迎
え

て
く
れ
た
。

　

同
社
は
社
名
に
も
あ
る

よ
う
に
、
照
明
部
品
に
強

い
精
密
板
金
加
工
業
者

だ
。

　

創
業
当
時
は
神
社
仏
閣

の
照
明
に
関
わ
る
器
具
、

灯
籠
な
ど
を
製
造
、
戦
後

に
は
道
路
照
明
な
ど
、
鉄

や
ス
テ
ン
レ
ス
を
材
料
と

し
た
照
明
、
ラ
ン
プ
の

「
箱
」
の
部
分
に
特
化
し

て
い
る
。
京
都
に
本
社
が



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和７年５月１日（木）

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
鳴
っ
た
。
キ
ー
ウ
に
住
む

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
だ
。

　
「
北
朝
鮮
の
次
は
中
国
」

　

諦
め
に
も
似
た
暗
い
苦
笑
い
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
越
し
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

電
車
の
連
結
部
に
移
動
し
、詳
し
い
話
を
聞
く
。

　

こ
こ
は
喫
煙
者
の
溜
ま
り
場
だ
っ
た
。
今
は
禁

煙
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
た
む
ろ
し
て
タ
バ
コ
を

吸
う
こ
と
は
な
い
が
、
車
掌
の
目
を
盗
ん
で
一
服

す
る
人
は
ま
だ
ま
だ
い
る
。
携
帯
用
灰
皿
か
ら
こ

ぼ
れ
落
ち
た
の
だ
ろ
う
。
マ
ル
ボ
ロ
の
吸
い
殻
が

繋
ぎ
目
に
挟
ま
り
上
下
に
踊
っ
て
い
る
。

　

タ
バ
コ
は
マ
ル
ボ
ロ
の
赤
箱
に
限
る
。
味
が
い

い
だ
け
で
な
く
、
袖
の
下
に
も
使
え
る
。
も
っ
と

も
、最
近
は
タ
バ
コ
を
吸
う
若
者
も
少
な
く
な
り
、

後
者
の
使
い
道
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
が
。

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
話
で
は
、
少
な
く
と
も
１

５
０
人
以
上
の
中
国
人
が
ロ
シ
ア
軍
に
入
り
戦
闘

に
加
わ
っ
て
い
る
よ

う
だ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
入
っ
た
中
国
人
兵

士
の
氏
名
や
パ
ス
ポ

ー
ト
の
デ
ー
タ
を
ウ

ク
ラ
イ
ナ
軍
は
把
握

し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
数
よ
り
多
い
中

国
人
兵
士
が
い
る
に

違
い
な
い
。

　

ロ
シ
ア
は
動
画
投

稿
ア
プ
リ
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ

о
ｋ
（
テ
ィ
ッ
ク
ト

ッ
ク
）
な
ど
を
使
い
、

中
国
国
内
で
兵
士
を
募
集
し
て
い
る
。
１
年
目
の

報
酬
は
５
２
０
万
ル
ー
ブ
ル
（
約
９
０
０
万
円
）、

サ
イ
ン
し
た
段
階
で
２
３
０
万
ル
ー
ブ
ル
が
も
ら

え
る
と
宣
伝
。
し
か
し
、事
実
は
そ
う
で
は
な
い
。

　

記
者
会
見
に
応
じ
た
河
南
省
出
身
の
33
歳
捕
虜

に
よ
る
と
、
ボ
ー
ナ
ス
込
み
で
毎
月
20
〜
25
万
ル

ー
ブ
ル
（
約
43
万
円
）
く
れ
る
と
言
わ
れ
た
が
、

真
っ
赤
な
嘘
だ
っ
た
。
ま
た
、
江
西
省
出
身
の
26

歳
捕
虜
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
の
銀
行
口
座
を
作
っ

て
も
ら
い
２
０
０
万
ル
ー
ブ
ル（
約
３
５
０
万
円
）

振
り
込
ま
れ
た
が
、
そ
の
カ
ー
ド
は
全
く
使
え
な

か
っ
た
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、
所
持
金
す
べ
て
ロ
シ
ア
軍
に

取
り
上
げ
ら
れ
ド
ネ
ツ
ク
州
の
最
前
線
へ
送
り
込

ま
れ
た
。

　

お
金
に
釣
ら
れ
て
ロ
シ
ア
軍
に
入
っ
た
２
人

は
、
自
ら
の
行
動
を
深
く
後
悔
し
、「
は
や
く
中

国
に
帰
り
た
い
」
と
涙
な
が
ら
に
語
っ
た
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
267

中国人が戦闘に加わる

ウクライナ

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

一般財団法人日本
国際飢餓対策機構

能
登
半
島
地
震

被
災
者
支
援

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！

6日  大阪梅田倫理法人会幹事　島津江英樹氏「導かれるがままに」
13日  愛知県倫理法人会研修委員長　近靖彦氏「本学と末学」
20日  八尾市倫理法人会幹事　境井雄士氏「実践で未来を切り開く」
27日  八尾市倫理法人会副会長　真島千尋氏「根っこを育てる小さな実践」

●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はstudio GEEX（JR久宝寺駅・南へ徒歩7分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎072-991-23455月の予定

9日  倫理研究所法人アドバイザー　佐藤福男氏「幸せの扉を押し開こう～足下の実践～」
2日  東大阪市倫理法人会顧問　野田しょう子氏「愛あればこそ」

16日  東大阪市倫理法人会幹事　國田万琴氏「富士研での学び」
東大阪市倫理法人会実行委員　渡邊真希氏「寒くて温かい富士研修を経て」

23日  大阪府倫理法人会キャリア副委員長　松尾久美子氏「人生の転機は疾病信号―縦横十字の実践―」
30日  倫理研究所法人スーパーバイザー　川崎博祐氏「大震災と家族」

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎072-269-46775月の予定

1日  茨木市倫理法人会相談役　藤原優里氏「量質転化」
8日  大東市倫理法人会副会長　多田恵介氏「倫理で学んで実践していること」

  大東市倫理法人会幹事　古城戸彰一氏「富士研を経て、古城戸が新城戸に変身したか？」
15日  倫理研究所名誉法人アドバイザー　津々木昭子氏「倫理と実践」

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-881-09685月の予定

22日  大阪鴻池倫理法人会幹事　田口善康氏「何のために？」
29日  大阪府倫理法人会南部地区地区長　新田陽一氏「本当に痛いときに全然痛くない表情をしなければいけない」

で
い
る
た
め
に
は
、
家

や
社
会
に
お
い
て
自
分

の
役
割
や
自
己
の
枠
を

超
え
た
使
命
な
ど
の
主

体
的
な
生
き
る
意
味
・

生
き
が
い
や
自
尊
心
を

常
に
持
ち
た
い
も
の
で

す
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
孤

独
に
は
２
つ
あ
り
ま

す
。
①
孤
独
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
、
読
書
、

　

お
元
気
で
楽
し
い

日
々
を
お
過
ご
し
で
す

か
。

　

さ
て
今
回
は
前
回
の

続
き
で
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
に
つ
い
て
の
話
の

う
ち
「
社
会
性
」
に
つ

い
て
で
す
。

　

ま
ず
、
社
会
性
に
関

し
て
、
私
た
ち
は
社
会

的
な
動
物
で
あ
り
、
健

康
で
幸
せ
に
生
き
る
た

め
に
は
社
会
の
中
で
自

己
の
役
割
や
居
場
所
の

存
在
と
い
う
社
会
性
を

持
つ
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
す
な
わ
ち
、
社

会
的
に
も
良
好
な
状
態

で
あ
る
こ
と
、
具
体
的

に
は
い
わ
ゆ
る
「
キ
ョ

ウ
イ
ク
（
今
日
行
く
と

こ
ろ
が
あ
る
こ
と
）
と

キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
（
今
日
用

事
が
あ
る
こ
と
）」
が

大
切
で
す
。

　

そ
し
て
、
生
涯
現
役

趣
味
、
瞑
想
な
ど
１
人

で
集
中
し
、
自
由
に
考

え
、
あ
り
の
ま
ま
の
純

粋
な
気
持
ち
で
感
性
を

磨
き
行
動
で
き
る
と
い

う
孤
独
力
と
い
う
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
側
面
で
の
積

極
的
な
孤
独
、
②
孤
独

を
消
極
的
に
考
え
、
１

人
ぼ
っ
ち
で
あ
り
、
寂

し
い
と
い
う
消
極
的
な

孤
独
で
す
。

　

こ
の
場
合
、
健
康
で

幸
せ
な
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、
身
近
な
話
し

相
手
が
い
て
情
報
交
換

が
気
兼
ね
な
く
で
き
、

家
や
社
会
に
お
い
て
自

己
の
役
割
や
生
き
が
い

を
持
ち
、
社
会
と
の
関

係
の
質
が
高
い
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
す
な

わ
ち
、
良
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
作
り
、
そ
こ

で
他
者
や
社
会
と
主
体

的
に
関
わ
り
な
が
ら
共

に
成
長
し
、
幸
福
感
を

得
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
も

一
緒
に
「
幸
せ
」
に
つ

い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
に

九
州
大
学
名
誉
教
授

岩
崎
　
勇

㉔

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
⑥

朝陽は堺東から

爽やか笑顔で

１人ひとりの幸せ願う

あ
さ
ひ

朝陽不動産株式会社
072-224-2345

不動産コンサルティング 不動産管理不動産仲介

営業時間：9：00~17：30
定 休 日：土曜・日曜・祝日
https://asahi.estate/

〒590-0022 堺市堺区中三国ケ丘町1-1-30

笑顔
感謝

※中学生以下のお子様のご入場はご遠慮願います ※車椅子でお越しの方は事前にご連絡をお願いします

19:00開演
20:30終演予定

日本の伝統芸能で八尾にルーツのある能「高
安能」が万博に出展します。演目は八尾の
古墳に眠る伝説をもとに復元された能「綱」。

夜の海を背景にした
幻想的な能公演は必見です！

公演までは能をもっとよく知るための
ワークショップ＆展示を開催！

会 場 万博会場（舞洲）ポップアップステージ南
５月14日㊌

19:00～ 解説・仕舞「土蜘蛛」
19:50～ 復元能「綱」

※万博会場へ入場の歳は別途チケットをお求めください。

　

昭
和
55
年
の
創
業
か
ら
45
年
の
節
目
を
迎
え
た

株
式
会
社
カ
ナ
オ
カ
機
材
（
東
大
阪
市
御
厨
東
２

―
10
―
１
）
が
主
催
す
る
第
１
９
８
回
Ｃ
Ｓ
元
気

活
力
塾
が
３
月
26
日
、
大
阪
市
中
央
区
の
道
頓
堀

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、「
国
際
線
乗
務
30
年
で
観
た

世
界
の
〝
成
幸
者
〞
た
ち
の
法
則
」
と
題
し
て
作

家
で
人
財
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
黒
木
安
馬
さ

ん
（
75
）
＝
写
真
＝
が
講
演
し
た
。（
三
谷
真
一
）

返
り
、
集
ま
っ
た
約
１
０

０
人
の
参
加
者
を
爆
笑
さ

せ
た
。

　
〝
成
幸
者
〞
か
ら
学
ん

だ
言
葉
の
大
切
さ
と
し

て
、「
し
か
し
」
と
相
手

を
否
定
せ
ず「
な
る
ほ
ど
」

と
ま
ず
同
調
す
る
。
大
事

な
こ
と
、
夢
や
希
望
を
絵

に
描
く
こ
と
。「
だ
か
ら
」

と
責
任
を
追
及
せ
ず
「
だ

か
ら
こ
そ
」
と
同
じ
目
線

で
原
因
を
追
究
す
る
３
点

を
挙
げ
、
同
級
生
で
Ｈ
Ｉ

Ｓ
の
創
業
者
・
澤
田
英
雄

氏
が
長
崎
の
ハ
ウ
ス
テ
ン

ボ
ス
の
再
生
時
に
座
右
の

銘
と
し
た
連
合
艦
隊
司
令

長
官
・
山
本
五
十
六
が
遺の

こ

し
た
「
や
っ
て
み
せ
、
言

っ
て
聞
か
せ
て
、
さ
せ
て

み
て
、
ほ
め
て
や
ら
ね
ば

人
は
動
か
じ
」
の
名
言
か

ら
「
率
先
垂
範
」
を
実
践

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強

調
し
た
。

　

次
回
１
９
９
回
は
５
月

演
歌
歌
手
に
よ
る
前
代
未

聞
の
「
世
界
初
・
１
万
メ

ー
ト
ル
上
空
機
上
コ
ン
サ

ー
ト
」
を
実
現
。
２
０
０

２
年
か
ら
株
式
会
社
日
本

成
功
学
会
Ｃ
Ｅ
О
に
就
任

し
「
成
幸
4

4

す
る
に
は
〝
成

幸
者
〞
に
会
え
！
」
を
合

言
葉
に
人
財
育
成
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
再
び
世

界
を
飛
び
回
っ
て
い
る
。

　

こ
の
日
の
講
演
で
は
、

フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
乗
務

を
通
じ
て
交
流
し
た
松
下

幸
之
助
、
本
田
宗
一
郎
、

司
馬
遼
太
郎
、安
藤
忠
雄
、

イ
チ
ロ
ー
父
子
ら
各
界
の

著
名
人
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
再
現
。

オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ

ー
ン
を
乗
務
員
用
喫
煙
室

へ
と
案
内
し
て
ラ
イ
タ
ー

を
点
け
た
と
き
、
薄
闇
に

浮
か
び
上
が
っ
た
皴し

わ
だ
ら

け
の
素
顔
を
観
て
「
老
婆

（
ロ
ー
マ
）
の
休
日
」
と

心
で
呟
い
た
記
憶
を
振
り

　

高
校
在
学
中
に
文
部
省

派
遣
Ａ
Ｆ
Ｓ
奨
学
生
と
し

て
米
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
に
留
学
し
た
黒
木
さ
ん

は
、
帰
国
後
早
稲
田
大
学

を
経
て
日
本
航
空
株
式
会

社
に
入
社
し
、
国
際
線
客

室
乗
務
員
部
管
理
職
乗
務

員
と
し
て
30
年
に
わ
た
り

乗
務
。
総
飛
行
時
間
２
万

時
間
、
地
球
約
８
６
０
周

を
記
録
す
る
な
か
で
北
島

三
郎
、
山
本
譲
二
、
鳥
羽

一
郎
ら
日
本
を
代
表
す
る

第198回CS元気活力塾
国際線乗務30年で観た世界の

〝成幸者〟たちの法則
作家・人財育成コンサルタント

株式会社日本成功学会CEO  黒木安馬さ　
　ん

◆
瑞
宝
双
光
章

　

今
村
昭
彦　

65
（
元
海

上
保
安
官
）
八
尾
市

　

川
原
和
幸　

61
（
元
３

等
陸
佐
）
東
大
阪
市

　

小
松
浩
二　

65
（
元
柏

原
羽
曳
野
藤
井
寺
消
防
組

合
消
防
司
令
長
）
柏
原
市

　

坂
上
政
幸　

69
（
元
東

大
阪
市
消
防
監
）
八
尾
市

◆
瑞
宝
単
光
章

　

坂
本
孝
博　

71
（
元
准

陸
尉
）
八
尾
市

　

土
肥
健
治　

73
（
元
八

尾
市
消
防
司
令
）
八
尾
市

　

水
野
正　

74（
元
警
部
）

八
尾
市

　

警
察
官
や
消
防
署
員
、

自
衛
官
ら
を
顕
彰
す
る

「
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
」

の
受
章
者
が
発
表
さ
れ

た
。
中
河
内（
東
大
阪
市
・

八
尾
市
・
柏
原
市
）
か
ら

７
人
が
選
ば
れ
た
。
発
令

中河内から７人

い
る
。

　

３
月
18
日
に
ザ
・
ガ
ー

デ
ン
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
大

阪
（
大
阪
市
都
島
区
網
島

町
10
）
で
開
か
れ
た
大
阪

ブ
ラ
ン
チ
例
会
に
記
者
も

参
加
し
た
。
５
〜
６
人
で

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
自
己

紹
介
を
交
え
な
が
ら
自
ら

の
気
づ
き
を
出
し
合
う
。

講
師
の
話
を
一
方
的
に
聞

く
の
で
は
な
く
、
参
加
者

自
身
が
主
体
的
に
話
を
す

る
の
で
、
気
持
ち
が
前
向

き
に
な
る
。
グ
ル
ー
プ
替

え
し
て
別
の
人
と
顔
を
合

わ
せ
る
の
も
い
い
。

　

フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー
の
髙
田

和
弘
さ
ん
（
49
）
＝
写

真
右
＝
と
髙
木
和
哉
さ

ん
（
49
）
＝
写
真
左
＝

は
、
５
つ
の
理
念
（
自

律
・
誠
心
・
友
愛
・
互
恵
・
功

績
）
に
基
づ
き
こ
の
会
を

立
ち
上
げ
、
運
営
し
て
い

る
。「
全
て
は
人
か
ら
人
へ
」
と
い
う
熱
い
思
い
が

日
本
中
に
広
が
り
、
そ
の

　

年
齢
や
立
場
と
い
う
垣

根
の
な
い
全
レ
イ
ヤ
ー
型

の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
「
伍
心
会
」
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　

昨
年
７
月
に
ス
タ
ー
ト

し
た
ば
か
り
だ
が
、
大
阪

と
東
京
を
拠
点
に
し
て
例

会
を
重
ね
る
。
学
生
か
ら

会
社
員
、
経
営
者
ま
で
老

若
男
女
が
集
い
、
互
い
の

知
識
や
知
恵
を
分
か
ち
合

い
な
が
ら
学
び
成
長
し
て

輪
が
世
界
へ
と
向
か
う
兆

し
が
見
え
る
。

全
レ
イ
ヤ
ー
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

伍
心
会

伍
心
会

互
い
の
知
識
や
知
恵
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
学
び
成
長

危険業務従事者叙勲危険業務従事者叙勲

　

大
阪
・
兵
庫
・
東
京
を

中
心
に
約
90
店
舗
を
展
開

す
る
株
式
会
社
ベ
ス
ト
バ

イ
。
ブ
ラ
ン
ド
品
や
高
級

腕
時
計
、
貴
金
属
、
宝
石

等
を
取
り
扱
う
買
取
専
門

店
「
キ
ン
グ
ラ
ム
」、
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ー
や
ウ
イ
ス

キ
ー
等
お
酒
に
特
化
し
た

「
キ
ン
グ
ラ
ム
リ
カ
ー
」

等
を
運
営
す
る
。

　

初
代
社
長
の
福
嶋
進
氏

（
故
人
）
は
愛
媛
県
大
三

島
出
身
の
カ
リ
ス
マ
経
営

者
。
ハ
ガ
キ
１
枚
の
買
い

取
り
か
ら
年
商
40
億
円
、

10
年
間
で
１
０
０
店
舗
を

達
成
し
た
。
斎
藤
信
二
著

「
走
り
な
が
ら
考
え
る
男

福
嶋
進
世
界
一
を
目
指

す
」（
高
木
書
房
）
に
詳

し
い
。

　

２
代
目
社
長
の
福
嶋
穂

高
氏
（
39
）
＝
写
真
＝
は
、

松
原
市
で
育
ち
リ
ト
ル

リ
ー
グ
に
熱
中
す
る
。
近

畿
大
学
附
属
高
等
学
校
で

は
野
球
部
で
活
躍
。
神
戸

国
際
大
学
へ
進
み
、
リ
ト

ル
リ
ー
グ
で
教
え
る
よ
う

に
。
そ
れ
以
来
指
導
を
続

け
、
現
在
は
Ｎ
Ｐ
О
法
人

リ
ト
ル
リ
ー
グ
関
西
連
盟

理
事
長
を
務
め
る
。

　

初
代
社
長
が
体
調
を
崩

し
た
た
め
、
２
０
１
６
年

福
嶋
穂
高
氏
は
勤
め
て
い

た
銀
行
を
退
職
し
同
社
に

入
る
。
２
０
１
８
年
初
代

社
長
が
亡
く
な
り
、
２
代

目
社
長
に
就
任
。
受
け
た

事
業
を
発
展
さ
せ
よ
う
と

し
た
矢
先
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
広

が
っ
た
。
そ
の
影
響
で
約

１
２
０
店
舗
ま
で
発
展
さ

せ
て
い
た
店
舗
を
約
30
店

お客様、従業員、その家族お客様、従業員、その家族

みんなを笑顔にするみんなを笑顔にする
株式会社ベストバイ
 社 長  福嶋穂高さ　

　ん

　

八
尾
市
在
住
の
銀
河
浴

写
真
家
、
佐
々
木
隆
さ
ん

（
73
）
＝
写
真
＝
に
よ
る

銀
河
浴
写
真
展
「
祈
り
の

世
界
」
が
３
月
28
日
〜
31

日
に
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
ｍ

ｉ
ｍ
о
ｓ
ａ
（
ミ
モ
ザ
）

＝
八
尾
市
本
町
１
―
６
―

19
＝
で
開
か
れ
た
。

　

ど
の
写
真
に
も
人
を
包

み
込
む
よ
う
な
力
が
宿
っ

て
お
り
、
見
て
い
る
う
ち

に
写
真
の
中
へ
吸
い
込
ま

れ
て
い
く
。

　

な
か
で
も
特
に
印
象
に

残
っ
た
の
が
、
能
登
半
島

地
震
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た

小
舟
の
写
真
だ
。
寂
し
く

物
悲
し
く
も
力
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
発
せ
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
前
に
立
つ
と
、

誰
も
が
釘
付
け
に
な
っ
て

し
ま
う
。

　

写
真
展
の
期
間
、「
人

類
の
存
在
意
義
と
宇
宙
の

意
図
」「
展
示
作
品
が
伝

え
た
い
こ
と
」
と
い
っ
た

テ
ー
マ
で
講
演
会
も
開
か

れ
た
。

舗
縮
小
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

た
今
、
企
業
理
念
「
お
客

様
、
従
業
員
、
そ
の
家
族

み
ん
な
を
笑
顔
に
す
る
」

に
基
づ
き
、
新
し
い
時
代

を
切
り
開
こ
う
と
福
嶋
氏

は
意
気
込
ん
で
い
る
。

社長　福嶋穂高
大阪市中央区南船場３-11-5-2F
TEL 090-1140-9037

株式会社ベストバイ

28
日
正
午
よ
り
、
大
阪
大

学
総
長
補
佐
・
社
会
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
長
の
堂
目
卓
生
教
授

を
講
師
に
、
ま
た
特
別
ゲ

ス
ト
と
し
て
先
月
13
日
に

開
幕
し
た
２
０
２
５
大

阪
・
関
西
万
博
「
い
の
ち

会
議
」
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

で
堂
目
教
授
が
作
詞
し
た

「
い
の
ち
／
Ｉ
Ｎ
О
Ｃ
Ｈ

Ｉ
」
の
作
曲
者
で
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
橋

本
昌
彦
さ
ん
を
迎
え
開
催

さ
れ
る
。
問
い
合
わ
せ
は

同
塾
（
☎
06
―
６
７
８
７

―
１
４
４
０
）
へ
。

祈
り
の
世
界

祈
り
の
世
界

銀
河
浴
写
真
家

銀
河
浴
写
真
家 

佐
々
木
隆

佐
々
木
隆
さ　さ　
　

ん

　

ん 

銀河浴写真展

　

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
は

た
け
や
ま
裕
さ
ん（
写
真
）

が
中
心
と
な
っ
て
、
ボ
ー

カ
ル
の
佐
藤
竹
善
さ
ん
、

津
軽
三
味
線
の
上
妻
宏
光

さ
ん
、ボ
ー
カ
ル
・
ギ
タ
ー

の
中
沢
ノ
ブ
ヨ
シ
さ
ん
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
ｋ
ｅ
ｉ
ｋ

о
さ
ん
が
熱
演
し
た
。

　

陸
前
高
田
市
生
ま
れ
の

は
た
け
や
ま
裕
さ
ん
は
、

高
田
松
原
の
被
災
マ
ツ
を

使
っ
て
製
作
し
た
打
楽
器

「
カ
ホ
ン
」
を
使
い
各
地

で
演
奏
活
動
を
続
け
て
い

る
。

　

こ
の
日
、
約
４
０
０
人

の
参
加
者
は
本
堂
に
響
く

力
強
い
音
色
を
う
っ
と
り

し
な
が
ら
聞
い
た
。

　

東
北
・
能
登
震
災
支
援

の
た
め
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ

ン
サ
ー
ト
が
３
月
24
日
に

久
宝
寺
御
坊
顕
証
寺
本
堂

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

＝
八
尾
市
久
宝
寺
４
―
４

―
３
＝
で
開
か
れ
た
。

スペシャルコンサート

東北・能登震災支援東北・能登震災支援
顕
証
寺
本
堂
に
響
く

力
強
い
音
色

は
４
月
29
日
。
敬
称
略
。

被
災
マ
ツ
の
カ
ホ
ン


